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第 1 巻 第 1 号 

会社名 

ニュースレターのタイトル 

1 面記事の見出し 
ここに記載する記事は 430 文字から 560 文字程度の長さにします。 

ニュースレターの目的は、対象読者に特定の情報を提供することにあります。ニュースレターは、製品やサービスを宣伝したり、同僚、会員、従業員、取引先に対して会社をアピールしたり信頼を勝ち取るための道

具として適しています。 

まず、どのような読者がこのニュースレターを読むか考えてください。読者は、ニュースレターに載せた記事を読むことで利益を得る人です。たとえば、従業員、製品を購入しようと考えている人、サービスを必要とし

ている人などです。 

製品やサービスについての問い合わせ、アンケートの回答、名刺、会員リストなどから情報を集めて住所録を作ると良いでしょう。顧客情報を販売してる会社からリストを購入する方法もあります。 

どのような読者を対象にするか決めたら、デザインを決めます。Publisher には、いろいろなスタイルを使った各種印刷物のデザインが用意されています。その中から目的に合ったデザインを選んでください。 

次に、ニュースレターにどれだけ時間と費用をかけるか決めます。かけられる時間と費用によってニュースレターを発行する回数や記事の分量もある程度決まります。読者に定期的に発行されるニュースレターだ

ということが分かるよう、少なくとも年 4 回発行することをお勧めします。 

2 つ目の記事の見出し 
ここに記載する記事は、230 文字から 350 文字程度の長さにします。 

見出しはニュースレターの重要な部分なので、慎重に検討する必要があります。 

短い語句で記事の内容を正確に記述して、読者を引き込む必要があります。記事を書く前に見出しを作成します。こうすることで、記事の焦点がぼけるのを防ぐことができます。 

見出しの例には、「当社製品が業界賞を受賞」、「新製品で時間を短縮」、「会員向けキャンペーンで目標以上の成果」、「新オフィスがご近所にオープン」などがあります。 
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記事のタイトル ............................................................................................................... 2 

記事のタイトル ............................................................................................................... 2 

記事のタイトル ............................................................................................................... 3 

記事のタイトル ............................................................................................................... 3 

記事のタイトル ............................................................................................................... 4 

記事のタイトル ............................................................................................................... 4 

記事のタイトル ............................................................................................................... 4 

ハイライト 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 特に読者の注意を引きたいポイントを記入します。 

 

 

 

 

副院長：足立 幸人 医師 
 

・日本外科学会認定外科専門医・指導医 

・日本消化器学会認定専門医 

・日本消化器外科学会認定専門医・指導医 

・日本大腸肛門病学会認定専門医・指導医 

・日本臨床栄養代謝学会認定医 

・近畿外科学会評議員 

・日本消化器外科学会認定 消化器がん外科治療認定医 

・日本がん治療認定医機構 がん治療認定医 

・日本医師会認定産業医 

・ICD 

 

部 長：道上 慎也 医師 
 

・日本外科学会認定外科専門医 

・日本消化器内視鏡学会認定消化器内視鏡専門医 

・近畿外科学会評議員 

・日本消化器外科学会認定消化器外科専門医 

・日本消化器外科学会消化器がん外科治療認定医 

・緩和ケア研修終了 

 

 

医 長：太田 将仁 医師 
 

・日本外科学会認定外科専門医 

・日本消化器外科学会認定専門医 

・日本消化器外科学会認定 消化器がん外科治療認定医 

・大阪医科薬科大学非常勤講師 

 

  
 

 質の高い、安全で低侵襲の医療を提供し、患者さんやご家族にご満足いただけるよう努めて 

まいります。どんな細かいことでもご遠慮なく直接ご相談いただき、ご意見賜れば幸いです。 

 急性期治療が終了して落ち着きましたら、その後の治療や経過観察、お薬の処方などは地域 

の先生方にお願いしたいと考えております。 

 何卒、皆さま方のご理解とご協力お願い申し上げます。 
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【診療受付時間】 
 

 

 

 

 

 

 

 

【一般・消化器外科について】 
 一般外科では、外傷やカラダのできものなどに対して診察し必要な検査、治療を行います。 

 消化器外科では胆石や鼠径ヘルニア、虫垂炎などといった良性疾患、胃がんや大腸がんなどの 

悪性疾患に対して検査を行い診断し、治療を行います。 

 

【肛門外科について】 
 肛門外科では、痔核、裂肛、痔瘻などの肛門疾患の診療を行います。 

 内痔核の手術では、ジオン（内痔核4段階注射法）をはじめとした痛みが少なく、入院期間の 

短い治療を心がけています。ジオンは日帰りでの治療が可能です。 

 

【手術対象症例】 
  

 胆石 、胆嚢炎 、虫垂炎 、鼠径ヘルニア 、イレウス 、大腸癌  など 
 

 胆石、胆嚢炎に対しては体に侵襲の少ない腹腔鏡下での手術を行います。 

 鼠径ヘルニアに対してはメッシュを用いたクーゲル法、プラグ法による手術を行います。 

 

【手術実績】※現状、平日日中に手術をしています。（夜間等の緊急手術は行っていません） 

 

  ▶2024年4月実績 
 

   ・手術件数10件 

     腹腔鏡下虫垂切除術 5件 

     腹腔鏡下胆嚢摘出術 2件 

     中心静脈注射用植込型カテーテル設置 3件 

 

  ▶2024年5月実績 
 

   ・手術件数8件 

     腹腔鏡下鼠径ヘルニア 3件 

     腹腔鏡下胆嚢摘出術 3件 

     腹腔鏡下結腸悪性腫瘍摘出術 1件 

     腹腔鏡下腸管癒着剥離術 1件 

 

 

 東大阪病院は、今後も地域の先生方のお力になれるよう尽力致します。 

 引き続き変わらぬご厚誼を賜りますようお願い申し上げます。 

 
  
 

【 午 前 診 】診療受付時間  8時30分 ～  12時15分 

月 火 水 木  金 土 

ー 道上 
足立 

【肛門外科】 
太田 道上 ー 


